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佐久間裕也, 清水竹史, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. びまん性冠動脈狭

窄および冠動脈瘤を呈した線維筋性異形成の一例. 第70回日本心臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
佐藤悠, 義久精臣, 竹石遼平, 大原妃美佳, 菅原由紀子, 一條靖洋, 寳槻優, 渡邊孝一郎, 阿部諭史, 三阪

智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知. 簡易版ARC-HBR評価基準は心不全患者の出血イ

ベントを予測する. 第70回日本心臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 大原妃美佳, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. Cancer therapeutics-related cardiac dysfunction is associated with high risk of cancer-related mortality 
in patients treated with anthracycline-containing chemotherapy. 第26回日本心不全学会学術集会; 20221021-
23; 奈良. 
 
佐藤悠, 義久精臣, 竹石遼平, 大原妃美佳, 菅原由紀子, 一條靖洋, 寳槻優, 渡邊孝一郎, 阿部諭史, 三阪

智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知. Simplified academic research consortium for high 
bleeding risk (ARC-HBR) definition predicts adverse prognosis in patients with heart failure. 第26回日本心不

全学会学術集会; 20221021-23; 奈良. 
 
武藤雄紀, 國井浩行, 佐藤栄奈, 大橋尚人, 佐久間裕也, 菅原由紀子, 佐藤彰彦, 阿部諭史, 及川雅啓, 小
林淳, 中里和彦, 藤宮剛, 高瀬信弥, 竹石恭知. ガイドワイヤーによる左室穿孔を来したTAVIの1例. 第50
回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会; 20220226; Web. 
 
清水竹史, 遠藤圭一郎, 安藤卓也, 武藤雄紀, 佐藤彰彦, 阿部諭史, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和

彦, 石田隆史, 竹石恭知. 冠動脈バイパス術後の右冠動脈入口部の慢性完全閉塞に対し、両方向性アプローチに

より経皮的冠動脈形成術に成功した一例. 第50回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会; 20220226; 
Web. 
 
市村祥平, 及川雅啓, 池田彩乃, 遠藤圭一郎, 武藤雄紀, 赤間浄, 八巻尚洋, 中里和彦, 佐藤雅彦, 石田隆

史, 竹石恭知. ワクチン未接種者に発症したSARS-CoV-2オミクロン株（BA.2型）によるCOVID-19関連劇症

型心筋炎の一例. 第174回日本循環器学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
西浦司人, 阿部諭史, 佐久間裕也, 菅原由紀子, 清水竹史, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田

隆史, 竹石恭知. 緩徐な経過を辿ったAbiotrophia defectivaによる感染性心内膜炎の一例. 第174回日本循環器

学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
笠原慎也, 佐藤彰彦, 上田捷太, 大橋尚人, 和田健斗, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 高安動脈炎に合併した左冠動脈入口部を責任病変とする急性心筋梗塞の一例. 第174回日本循環器学会東北地

方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
草野亮太, 清水竹史, 佐久間裕也, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 線維

筋性異形成による冠動脈高度狭窄病変に対し経皮的冠動脈形成術を施行した腎血管性高血圧症の一例. 第174回日
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本循環器学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
草野亮太, 武藤雄紀, 遠藤圭一郎, 黒沢雄太, 佐藤彰彦, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知, 藤宮剛, 
高瀬信弥, 横山斉. 右冠動脈起始異常を有する患者に対しTAVIを施行した一例. 第51回日本心血管インターベ

ンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
 
笠原慎也, 佐藤彰彦, 上田捷太, 大橋尚人, 和田健斗, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭
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